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＜連絡事項＞
・各自コロナワクチンのスケジュールを確認して下さい。

[bookmark: _GoBack]・死亡診断マニュアルをBユニットへ配置しています。各自内容を確認して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・安達　貴浩様～母様へ架電し、父様高齢の為、週1の差し入れ困難との事で、今後、病棟購入としたいとの事。①おやつ代：5000円/月、生活用品代：1000円/月まで。生活用品代は無理に使用しなくて良いとの事。（以前の様な、物の貸し借りある為）②本人からの架電は2回/週まで、時間は午前、もしくは夕方をご希望。母様より「本人はあれも欲しい、これも欲しい、差し入れが少ないと、怒るんですよ」と。返答に困った際は病棟に連絡を頂きたい事をお伝えし、了解されている。

・藤村　悦子様～次回受診6/10。本日受診、処方の薬は3/12いちご薬局が持ってくる。

・田中　敬様～はらだクリニックへFaが3/15代理受診に行くと。3/12入院証明書を取りに来るとの事で、手配済み。

・山村　祐莉様～就床前薬エスタゾラム２日分処方。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開錠後も部屋から出ることなく居眠り見られている。入浴後も脱衣行為、不潔行為なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。指定の時間（9：00～11：00、13：00～17：00）の
両上肢のみ拘束解除実施。危険行為や不穏さはない。対面時穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・橋本　とし様～準夜帯にて37.1～37.0℃の微熱みられていたが今朝には解熱されてい
る。バイタルサイン異常なく経過しており、指示の点滴も拒否なく施
行している。

・木村　美智子様～今朝より37.3℃の微熱あり。頻脈も持続している。準夜～深夜帯にて一時的に酸素飽和度70％台へ低下することあり、酸素5Lへ増量しているが徐々に上昇し、酸素3Lへ減量している。午前中は酸素飽和度の低下なく経過。痰鳴あり、適宜吸引施行にて黄色粘稠痰除去している。声掛けへの反応はない。

・石田　利雄様～各食全量摂取。穏さなく日課もスムーズ。他者とも交流見られている。

・高屋　静江様～他者との交流あるがトラブルはない。帰宅要求なくホールで過ごす。

・葛西　睦子様～徘徊目立たず、ホールで他者交流あり。他室侵入や妄想発言はない。

・久慈 昭様～バイタル異常なし。検査にも協力的。ホールで静かにテレビを観て過ごすが、夕に近づくにつれ帰宅要求聞かれている。不穏さはない。

＜皮膚科診察情報＞
・沼畑　勲様～同前処置。ソフラチュール3枚処方。

・木村　美智子様～同前処置。ソフラチュール7枚処方。

・駒木　洋士様～両下腿、両足同前処置。背部に粉瘤あり。ゲンタマイシン+ガーゼ処置。
　　　　　　　　クラリスロマイシン内服開始。

・若沢　理子様～頭頂部に脱毛巣あり。フロジン液処置開始。

・栗澤　みつ子様～同前処置。

・澤口　利香様～右前腕にびらん局面　ゲンタマイシン軟膏処置開始。

・水梨　孝純様～同前処置。

＜田名部Dr.診察情報＞
・袴田　将志様～処方変更無し。

・立花　圭様～処方変更無し。

・小笠原　久年様～臨時薬処方調整となっている。

・小澤　和子様～処方変更無し。

・若沢　理子様～臨時処方調整となっている。

・赤石　陽介様～処方変更無し。

・丹内　栄子様～処方変更無し。

・山村　祐莉様～臨時処方調整となっている。

・的場　舞様～処方変更無し。

・安達　貴浩様～処方変更無し。

・藤井　孝蔵様～処方変更無し。

・池田　康憲様～処方変更無し。

・袴田　隆裕様～臨時処方調整となっている。

・城前　実様～臨時処方調整となっている。

・田中　敬様～処方変更無し。

＜入院患者様情報＞
	


　日　　時：令和3年3月10日(水)　23:20
　氏　　名：戸久世　渚(とくせ　なぎさ)様
　生年月日：平成9年7月3日　23歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Ａユニット9号室
　担 当 医：垂水Dr
外来診察医：金Dr

＜経過＞
　H28年3月高校卒業後は、北日本ハイテクニカルクッキングカレッジ(1年制)に進学し、実家から新幹線で通学。同年8月29日、不眠症状や周囲と上手く関係を築くことが出来ないことなどがあり、みちのく記念病院を初診。以降通院を継続していた。H29年4月からは、八戸市内にて一人暮らしをしながら仕事をしていたが、夜の勤務など体調を崩すことがあり周囲に迷惑をかけると感じ退職。以後、職を転々としていた。その後は症状改善見られず1年程で、さくら病院へ転医している。同院にて、双極性感情障害、不安障害の診断にて通院を開始。気分が優れなくなることや、天気によって症状が左右される事があったが自分の思い通りの薬剤調整が行われず、R2年6月に治療中断。R2年5月からは、社会福祉専門学校へ進学しR2年11月卒業し、ヘルパーの資格を取得している。今後の事を考えた時にきちんと専門医療機関を受診しようと思い、R2.12.7当院を初診。薬剤調整行っていたが、R3年1月本人希望により通院が中止となり経過観察となっていた。R3.3.5、お昼頃に家を飛び出し、東京に向かい、駅構内で全身脱力感があり、トイレで動けなくなっており、日本大学　内科に救急搬送された。搬送直後、多弁や意味不明発言があり1人にできる状況ではないため入院となった。翌6日、母様が本人様の身元を引き受け、日本大学を退院となり八戸へ帰省。R3.3.8当院を急遽受診し抗精神病薬が処方となっていた。R3.3.10にも急遽受診され、不眠や独語、夜間に突発的に人が変わったような言動を発する事があり薬剤調整を行っていた。R3.3.10　22:40母様より架電あり。本人が東京に行くと身支度をして出て行こうとしており、家族対応が困難であるため、両親が本人を連れて当院へ来院。当直医　金Dr診察行い、本人様の疎通は可能であるが、統合失調症の急性期症状であり安全性に欠け、病識がなく、判断能力や現実検討能力は著しく低下しているため、母様の同意を得て、R3.3.10　23:20　東病棟Ａユニット9号室へ医療保護入院となる。


　日　　時：R3.3.11　11:03
　氏　　名：久慈　昭(くじ　あきら)様
　生年月日：昭和8年11月20日87歳
　病　　名：中等度アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主治医　：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院予定
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
買いものに行っている間に行方不明となって、道路で転倒、顔面打撲したことを主訴
に2020年12月26日におっとも脳神経クリニックを初診している。以後、アルツハイマ
ー型認知症としてメマンチン服用して治療を継続してきていた。3/11未明より家で暴
れて、妻から見て手が付けられない状態になっていた。夜中から不穏になることが最
近は続いていて、妻が制止しても止めようとしないことがみられていた。本日妻が警
察に通報したが、このままだと妻の方がPtを殺してしまいそう、と感じていたようで
ある。10時40分当院を受診。診察時は特に興奮はない。認知症のBPSDにて入院治療が
必要な状態であると思われるが、入院を勧めると拒否はしていない。しかし、判断能
力は持っていないと考えられるため妻の同意を得て11:03東病棟Aユニットへ医療保護
入院。


　日　　時：R3.3.11　15:12
　氏　　名：新山　玄一郎(にいやま　げんいちろう)様
　生年月日：昭和14年3月30日81歳
　病　　名：混合型認知症
　性　　別：男性
　主治医　：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
2020.12.23腸捻転で三沢市立病院へ入院手術後より認知機能が低下。家族を判別でき
ない状態で徘徊があり、昼夜逆転、失禁などの症状が顕著となっていた。三沢市立病
院からの紹介で2021.2.25にあおぞらクリニックを初診。HDS-R 0/30 MMSE 3/30で疎通
は不能。主介護者の介護疲弊が大きくなり、入院、薬物治療を行って状態を改善して
から施設利用へつなげるとの方針となり、本日あおぞらクリニックより当院紹介され
、家族の同意を得て15:12東病棟Cユニットへ医療保護入院。
